
みんなで学ぼう！森林の生物多様性
シンポジウム＆森林見学ツアー

『北海道の民有林管理と身近な流域の生態系』

主催：Value Frontier 株式会社 （林野庁補助事業）

王子製紙は全国で民間最大面積の 19 万 ha の森林を所有し、森林認証 SGEC を取得するなど、持続可能な森林経

営に取り組み、生物多様性に配慮した森林管理・木材生産を行っています。様似町にあるアポイ岳ではアポイ岳

再生委員会が高山植物再生に、猿払村では猿払イトウ保全協議会が稀少魚類イトウの保全に取り組んでおり、王

子製紙も協働参加しています。元東京大学教授、北海道演習林長の梶幹男氏からは森林の利用と保全に関する話

題提供をしていただく予定です。河川も含めた森林の上流部から下流までを流域圏として捉え、様々な話題が提

供される予定です。この機会に生物多様性とその保全について考えてみませんか。

＜シンポジウム＞

◆日時：9 月 16 日（金）13:30～17:20（開場 13:00）

◆場所：道特会館（2 階 大会議室）

◆スケジュール：

13：30～13：35 開会のご挨拶

13：35～14：05 「森林の生物多様性保全に向けた国内外の動向と林野庁の取り組み」林野庁

14：05～15：05 基調講演：「持続的木材生産と環境保全の調和を目指してー東京大学北海道演習林の半世紀

余の歩みー」 前東京大学北海道演習林長 梶 幹男 氏

～休憩（10 分）～

15：15～15：55 事例発表：①王子製紙株式会社／②猿払イトウ保全協議会／③アポイ岳再生委員会（様似町）

15：55～16：55 パネルディスカッション

16：55～17：20 質疑応答・まとめ

◆講演者プロフィール 梶 幹男（かじ・みきお）氏

1982 年東京大学農学研究科博士課程修了。東京大学教授、東京大学秩父演習林長、樹芸研

究所長、北海道演習林長を歴任。2010 年東京大学名誉教授。主に天然林を対象として、森林

植生の時空間的配列、森林群落の組成と構造およびその更新動態に関する研究に基づいて、

天然林の環境保全と資源の持続的利用の両立を図るための理論と最適手法の開発を目指す。

◆

住

ア 」

徒

参加費無料！

シンポジウム・森林見学ツアー

お申込み・お問い合わせ先
TEL: 03-5422-9462

FAX: 03-5422-9463

E-mail: reg@valuefrontier.co.jp

URL: http://www.valuefrontier.co.jp

Value Frontier 株式会社

〒106-0047 東京都港区南麻布 4－13－7

鈴掛ビル 6 階 担当：大野

北海道会場
(先着順)

http://www.iyf2011.go.jp/
会場までのアクセス

所：札幌市中央区北 2 条西 2 丁目 26 番 仲通東向き

クセス：南北線「札幌駅」徒歩 3 分、東西線「大通駅

歩 5 分、JR 札幌駅徒歩 5 分、TEL: 011-251-8506
70 名限定



～森を歩く～＜森林見学ツアー＞

◆日時：9 月 17 日（土） 9:00～17:00

◆於：苫小牧市 王子製紙の社有林

◆行程：

9：00 JR 札幌駅前

（北口広場 貸し切りバスレーン）集合

小型バス 2 台で支笏湖経由、苫小牧へ

↓

10：30 支笏湖 周辺環境散策、ビジターセンター見学

11：30 昼食（休暇村 支笏湖）

↓

12：30 支笏湖出発

↓

13：00 王子製紙の森林

① 王子山公園周辺散策

② 王子の森全体見学

③ 複層林、天然林更新地の散策

④ 水源の森（湧水地）散策 など

↓

15：15 王子製紙の森林出発

↓

17：00 JR 札幌駅前解散

苫小牧川上流 水源の森（湧水地）

◆バス集合場所

JR 札幌駅 北口広場 貸し切りバスレ

苫小牧

王子製紙社有林
(先着順)

い。

＊お申込締切日は、9 月 9 日です。

森林がはぐくむ豊富な水資源

子
樹

関東会場
の森林
供演習林
広葉樹と針葉
30 名限定
ーン
◆注意事項 （お申込みの前に必ずお読みください）

＊小学生以上のお子さんも参加できます。ただし中学生以

下は必ず保護者の方と一緒にご参加ください。

＊雨天決行（ただし台風や大雨の場合は中止）

＊上記行程は変更になることがあります。

＊森林は傾斜があるため、登山用靴か履きなれたスニーカ

ーまたは長靴等でお越し下さい。

＊軍手、タオル（小）、雨具を持参下さい。

（レインコートまたはレインギア）

＊参加者はお申込みと同時にボランティア保険に加入し

ます。（無料です。）

＊お申込みの際に昼食を希望された方は、昼食代（1,000

～1500 円程度）を各自現地でお支払下さい。なお、昼食

を希望されない方は、あらかじめお申し込みの際にお知ら

せ下さい。その場合、各自で昼食・飲み物等はご持参下さ
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